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　東
海
豪
雨
以
降
の
市
独
自
の

治
水
対
策
は
。

　
　
　東
海
豪
雨
か
ら
２
年
目
の
平

成
14
年
に
雨
水
総
合
対
策
整
備
計
画

を
策
定
し
、
排
水
機
場
の
整
備
や
、

公
園
の
地
下
な
ど
に
雨
水
流
出
抑
制

施
設
の
整
備
を
し
た
。
ま
た
、
流
域

関
連
公
共
下
水
道
事
業
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
雨
水
管
の
整
備
を
進
め
て

き
た
。

　
　
　河
川
は
流
域
市
町
と
の
連
携

し
た
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
。

一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
を
問
う

　こ
の
定
例
会
で
は
、９
月
２
日・３
日
の
２
日
間
で
、17
人
が
登
壇
し
、

23
項
目
に
わ
た
り
、
市
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　主
な
項
目
に
つ
い
て
要
約
し
、
掲
載
し
ま
す
。

　

質
問
項
目
（
発
言
順
）

　
 

（※
）・・・
掲
載
し
た
項
目

伊

　
藤

　
幸

　
弘

　
議
員

　

※

１

　東
海
豪
雨
以
降
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

牛

　
田

　
清

　
博

　
議
員

　

※

１

　感
染
防
止
の
た
め
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
等
に
つ
い
て

　
　２

　安
心
し
て
暮
ら
せ
る
人
と
生
活
物
資
の
移
動
に
つ
い
て

鈴

　
木

　
正

　
人

　
議
員

　

※

１

　刈
谷
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

星

　
野

　
雅

　
春

　
議
員

　

※

１

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
刈
谷
市
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て

鈴

　
木

　
浩

　
二

　
議
員

　

※

１

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
の
考
え
方
に
つ
い
て

渡

　
邊

　
妙

　
美

　
議
員

　

※

１

　コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
つ
い
て

上

　
田

　
昌

　
哉

　
議
員

　

※

１

　コ
ロ
ナ
感
染
の
対
応
に
つ
い
て

稲

　
垣

　
雅

　
弘

　
議
員

　

※

１

　公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
管
理
運
営
）
に
つ
い
て

谷

　
口

　
睦

　
生

　
議
員

　

※

１

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
展
開
に
つ
い
て

新

　
海

　
真

　
規

　
議
員

　

　１

　コ
ロ
ナ
感
染
症
検
査
体
制
へ
の
市
の
認
識
に
つ
い
て

　

※

２

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
生
活
支
援
に
つ
い
て

松

　
永

　
　
　
寿

　
議
員

　

※

１

　コ
ロ
ナ
感
染
再
拡
大
へ
の
対
応
に
つ
い
て

中

　
嶋

　
祥

　
元

　
議
員

　

　

※

１

　高
齢
者
の
生
活
圏
の
移
動
支
援
に
つ
い
て

山

　
本

　
シ
モ
子

　
議
員

　

※

１

　低
所
得
者
向
け
市
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

　
　２

　コ
ロ
ナ
影
響
下
の
市
民
生
活
応
援
施
策
に
つ
い
て

　
　３

　平
和
行
政
推
進
事
業
に
つ
い
て

黒

　
川

　
智

　
明

　
議
員

　

　１

　コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て

　

※

２

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
規
模
災
害
対
応
に
つ
い
て

城

　
内

　
志

　
津

　
議
員

　

※

１

　多
様
性
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
つ
い
て

　
　２

　大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い
て

鈴

　
木

　
絹

　
男

　
議
員

　

※

１

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
飲
食
店
支
援
に
つ
い
て

蜂
須
賀

　
信

　
明

　
議
員

　

※

１

　市
内
公
園
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
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伊
藤
　幸
弘
　議
員    

　
　
　
　

   （
主
な
答
弁
者
・
・
・
水
資
源
部
長
）

東
海
豪
雨
か
ら
20
年
の
節
目
に
、
浸
水
被
害
を
防
ぐ
さ
ら
な
る
対
策
を

̶

強
い
危
機
感
を
持
っ
て
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く̶

牛
田
　清
博
　議
員    

　
　
　
　
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

　
　
　境
川
・
猿
渡
川
流
域
水
害
対

策
計
画
を
策
定
し
、
10
年
確
率
降
雨

規
模
の
雨
に
対
し
て
住
宅
の
床
上
浸

水
の
解
消
を
目
指
し
、
流
域
の
治
水

安
全
度
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　浸
水
区
域
に
お
け
る
建
築
制

限
条
例
や
浸
水
対
策
補
助
制
度
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　過
去
の
浸
水
被
害
実
績
や
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
基
に
、
各
種

制
度
を
含
め
た
総
合
的
な
浸
水
対
策

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問問

問

問

答

答答

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

産
業
構
造
の
変
化
が
想
定
さ
れ
る
中
、

依
佐
美
工
業
団
地
の
工
事
の
進
捗
状

況
と
契
約
状
況
は
。
ま
た
、
愛
知
県

企
業
庁
と
の
協
議
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　県
企
業
庁
か
ら
、
先
行
開
発

区
域
は
、
令
和
３
年
度
末
の
事
業
完

了
を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
２
年
８

月
末
現
在
の
進
捗
率
は
約
56
％
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
契
約
の

状
況
は
、
３
月
に
内
定
企
業
７
社
を

決
定
し
て
お
り
、
土
地
売
買
契
約
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を
考

星
野
　雅
春
　議
員    

　
　
　
　
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

慮
し
、
期
限
を
３
か
月
延
長
し
契
約

手
続
中
で
は
あ
る
が
、
８
月
末
現
在

で
４
社
と
の
契
約
が
完
了
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
契
約
に

至
ら
な
か
っ
た
区
画
が
生
じ
た
場
合

は
、
市
と
県
企
業
庁
と
の
開
発
基
本

協
定
に
基
づ
き
、
協
力
し
て
新
た
な

企
業
の
誘
致
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　２
期
開
発
区
域
へ
の
考
え
は
。

　
　
　企
業
へ
聞
き
取
り
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
依
然
と
し
て
需
要
が
高
い

こ
と
か
ら
、
今
後
も
計
画
ど
お
り
進

め
て
い
く
。

問

問

答

答

　
　
　コ
ロ
ナ
が
ま
ち
づ
く
り
に
与

え
る
影
響
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
　リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
や

大
人
数
で
の
会
食
の
自
粛
な
ど
、
市

民
の
生
活
、
行
動
様
式
が
変
化
し
て

い
る
。
刈
谷
駅
周
辺
地
域
で
は
、
人

の
流
れ
が
減
少
し
て
お
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
流
行
が
い
つ
ま

で
続
く
の
か
、
ま
た
収
束
後
は
ど
こ

ま
で
戻
る
の
か
な
ど
、
現
状
で
は
分

か
ら
な
い
た
め
、
状
況
の
変
化
を
注

視
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
影

鈴
木
　浩
二
　議
員    

　
　
　
　

 （
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

響
を
見
定
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　大
手
企
業
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
な
ど
の
働
き
方
は
、
今
後
も
元
に

戻
さ
な
い
と
聞
く
。
人
の
流
れ
の
減

少
な
ど
の
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
は
、

第
８
次
総
合
計
画
の
ど
の
部
分
に
影

響
す
る
の
か
。

　
　
　ま
ち
づ
く
り
の
主
要
課
題
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
勘
案
し
て
見
直
す

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
基
本
計
画
内

の
人
口
の
見
通
し
、
重
要
戦
略
、
分

野
ご
と
の
各
施
策
に
つ
い
て
も
影
響

に
よ
っ
て
は
精
査
が
必
要
に
な
る
。

問

問

答

答

　
　
　学
校
等
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
、
行

政
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
の
か
。

　
　
　学
校
関
係
者
に
陽
性
者
が
判

明
し
た
場
合
、
保
健
所
と
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
本
市
の
「
新
し
い
学

校
生
活
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
の
っ
と
り
、
該
当
校
に
対
し
て
、

感
染
対
策
や
情
報
発
信
の
ほ
か
、
児

童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
等
に
つ
い
て
指

導
助
言
を
し
て
い
く
。

　
　
　令
和
２
年
度
教
育
行
政
方
針

で
「
子
供
た
ち
は
、
そ
の
小
さ
な
心

上
田
　昌
哉
　議
員    

　
　
　
　

     （
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
子
供
た
ち
の
格
差
が
広
が
る
中
、
丁
寧
な
対
応
を

̶

今
後
も
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く̶

の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
思
い
を
抱
き

な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
」
と
あ
っ
た

が
、
こ
れ
は
本
当
に
よ
い
言
葉
だ
と

思
う
。
感
染
し
た
子
供
た
ち
の
ケ
ア

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　学
校
再
開
時
に
は
、
子
供
た

ち
が
今
後
の
学
校
生
活
に
お
い
て
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
学
校
長

自
ら
が
、
「
学
校
の
誰
一
人
と
し
て

悲
し
い
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
」
と

の
思
い
を
語
り
、
子
供
た
ち
に
偏
見

や
差
別
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
呼
び

か
け
を
行
っ
た
。

問問 答答

答

　
　
　刈
谷
市
の
考
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　
　
　今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

デ
ジ
タ
ル
化
は
急
務
で
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
第
８
次
刈
谷
市
総
合
計
画

に
お
い
て
、
新
し
い
技
術
の
活
用
及

び
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
、

業
務
の
効
率
化
を
図
る
旨
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。
実
施
計
画
等
に
て
具
体

的
な
方
針
や
時
期
を
定
め
、
計
画
的

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
市
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
施
策
の
取

組
状
況
は
。

　
　
　小
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学

校
に
お
け
る
遠
隔
学
習
の
対
応
を
は

じ
め
、
福
祉
相
談
業
務
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
や
各
種
審
議
会
等
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

議
で
行
う
た
め
の
環
境
整
備
に
要
す

る
費
用
や
市
内
事
業
者
が
行
う
テ
レ

ワ
ー
ク
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
整
備

に
係
る
経
費
の
補
助
等
を
補
正
予
算

で
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後

も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
新
た
な
日
常
に
対
応

し
た
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問問 問

答

答答 　
　
　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
長
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
は
。

　
　
　コ
ロ
ナ
と
共
存
し
な
が
ら
経

済
活
動
や
市
民
生
活
を
維
持
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
民
が
よ

鈴
木
　正
人
　議
員    

　
　
　
　

           （
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
長
）

り
安
全
で
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
、

ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の
両
面
に
お

い
て
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用

を
図
り
な
が
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

対
応
し
た
ま
ち
、
魅
力
的
な
ま
ち
を

問

答

問問

感染拡大防止のため、
ＰＣＲ検査を拡充し感染者の把握を

刈谷駅周辺からにぎわいを創出
（刈谷駅北地区イメージパース）

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　ま
ち
の
活
力
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
刈
谷
駅
北
口
周
辺
で
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
が
今
後
の
経
済
回
復
と
発
展
に
寄

与
す
る
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
進

め
る
事
業
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

　
　
　駅
周
辺
利
用
者
の
一
時
的
な

落
ち
込
み
は
あ
る
が
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
整
備
な
ど
、
今
後
大
き
な

社
会
構
造
が
変
化
す
る
中
で
、
名
古

屋
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
と
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
が
集
積
す
る
刈
谷
駅
周
辺

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
非
常
に
高
い
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
、
着

実
に
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　福
祉
の
現
場
等
で
感
染
が
発

生
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
感
染
防
止

の
資
材
配
布
等
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
そ
の
時
点
の
感
染

状
況
し
か
把
握
で
き
な
い
た
め
、
現

在
、
市
独
自
の
検
査
体
制
の
構
築
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　感
染
状
況
の
情
報
開
示
は
、

あ
ら
ゆ
る
感
染
対
策
の
土
台
で
あ
る
。

県
と
市
の
連
携
が
重
要
だ
が
、
現
在

の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　市
が
把
握
し
て
い
る
感
染
者

情
報
は
、
県
が
公
表
し
て
い
る
内
容

の
範
囲
と
な
る
。
引
き
続
き
、
県
と

連
携
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
に
努
め
る
。

　
　
　感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
は
、

無
症
状
の
感
染
者
を
把
握
す
る
た
め
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
が
必
要
に
な
る
。

医
療
・
福
祉
、
学
校
な
ど
の
施
設
の

職
員
に
は
定
期
的
に
検
査
を
し
、
感

染
拡
大
に
備
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
今
後
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

新
型
コ
ロ
ナ
が
同
時
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
市
独
自
の
検
査
体
制
が

渡
邊
　妙
美
　議
員    

　
　
　
　

    （
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

問問問 答答

答

20歳の節目を
共に学んだ仲間と祝う

（2020かりや「新成人の集い」）

指定管理者制度を導入している
「刈谷市総合文化センター」市民に寄り添った支援の継続実施を

和
４
年
度
以
降
の
成
人
式
は
。

　
　
　改
正
民
法
が
施
行
さ
れ
、
成

人
年
齢
が
18
歳
と
さ
れ
て
も
、
大
学

受
験
や
就
職
準
備
な
ど
を
考
慮
し
、

20
歳
を
対
象
に
開
催
す
る
。
な
お
、

成
人
式
の
名
称
は
、
現
在
の
「
か
り

や
新
成
人
の
集
い
」
か
ら
「
か
り
や

二
十
歳
の
集
い
」
に
変
更
す
る
。

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が

心
配
さ
れ
る
中
、
成
人
式
の
開
催
は
。

　
　
　令
和
２
年
度
の
成
人
式
は
、

令
和
３
年
１
月
10
日
に
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。
し
か
し
、
感
染
状
況
に

よ
り
、
今
後
、
開
催
方
法
や
規
模
を

変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　コ
ロ
ナ
対
策
を
踏
ま
え
た
具

体
的
な
開
催
方
法
は
。

　
　
　午
後
１
時
か
ら
は
富
士
松
、

雁
が
音
、
朝
日
中
学
校
区
の
新
成
人
。

午
後
３
時
か
ら
は
刈
谷
南
、
刈
谷
東
、

依
佐
美
中
学
校
区
の
新
成
人
。
以
上

の
２
回
に
分
け
て
式
典
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
時
間
に
つ
い
て
も
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
見
直
し
、
例
年
の
90
分
か
ら
40

分
に
短
縮
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　改
正
民
法
が
施
行
さ
れ
る
令

松
永
　
　寿
　議
員    

　
　
　
　
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

問

避難所での感染防止対策を徹底するため
備蓄倉庫に各種備品を配備

温
計
な
ど
の
備
品
も
購
入
し
て
い
る
。

さ
ら
に
避
難
所
の
感
染
防
止
の
た
め
、

簡
易
ベ
ッ
ド
や
間
仕
切
り
な
ど
を
購

入
し
、
順
次
、
小
中
学
校
等
に
配
備

し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
感

染
症
対
策
も
含
め
必
要
な
備
品
等
を

配
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　避
難
所
の
感
染
防
止
対
策
と

し
て
、
分
散
避
難
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

分
散
避
難
の
定
義
は
。

　
　
　避
難
所
の
過
密
状
態
を
避
け

る
た
め
、
在
宅
避
難
や
親
類
・
知
人

宅
へ
の
避
難
、
車
中
泊
な
ど
、
避
難

所
以
外
に
分
散
し
て
避
難
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　
　
　感
染
症
対
策
を
想
定
し
た
備

蓄
品
の
貯
蔵
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　拠
点
倉
庫
や
各
避
難
所
の
備

蓄
倉
庫
に
、
災
害
発
生
直
後
の
初
動

対
応
分
の
食
料
や
日
用
品
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
対
策
の
た
め

の
マ
ス
ク
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
踏
ま
え
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
を
追

加
購
入
す
る
と
と
も
に
、
感
染
者
の

発
生
状
況
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
体

稲
垣
　雅
弘
　議
員    

　
　
　
　

     （
主
な
答
弁
者
・
・
・
総
務
部
長
）

問

問 に
関
し
、
民
間
事
業
者
等
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
活
用
に
よ
り
量
的
、
質
的
に
向

上
が
見
込
ま
れ
る
場
合
等
で
あ
る
。

　
　
　施
設
運
営
に
対
す
る
評
価
は
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　ど
の
よ
う
な
場
合
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
の
か
。

　
　
　制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
公

の
施
設
の
設
置
目
的
の
達
成
に
貢
献

す
る
場
合
や
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

　
　
　施
設
所
管
課
に
お
い
て
、
年

度
ご
と
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ー
ト
、

ま
た
、
指
定
期
間
の
最
終
年
度
に
は

当
該
期
間
に
お
け
る
総
合
評
価
と
し

て
実
績
評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
評

価
し
て
い
る
。

　
　
　行
政
が
施
設
を
建
設
し
て
指

定
管
理
を
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
施

設
の
建
設
か
ら
運
営
ま
で
民
間
が
行
っ

て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
も

視
野
に
入
れ
て
整
備
を
進
め
て
い
く

考
え
は
。

　
　
　効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め

て
い
く
上
に
お
い
て
、
民
間
活
力
の

活
用
も
含
め
、
施
策
の
検
討
を
進
め

る
。

谷
口
　睦
生
　議
員    

　
　
　
　
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

　
　
　以
前
か
ら「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
と
要
望
し
て
い

る
。
公
共
施
設
連
絡
バ
ス
の
充
実
、

利
便
性
向
上
と
と
も
に
デ
マ
ン
ド
型

タ
ク
シ
ー
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」
の
導
入

を
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　来
年
度
の
実
証
実
験
開
始
を

目
指
し
、
関
係
部
署
、
関
係
機
関
や

企
業
等
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　導
入
に
向
け
た
課
題
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　現
在
市
内
で
運
行
し
て
い
る

路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
と

の
調
整
が
必
要
と
な
る
。
実
証
実
験

で
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
の

特
性
を
把
握
し
、
将
来
的
に
利
便
性

の
高
い
効
率
的
な
運
行
シ
ス
テ
ム
を

構
築
で
き
る
よ
う
検
証
を
行
う
。

　
　
　高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納

に
も
効
果
が
期
待
で
き
る
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
料
金
助
成
利
用
券
の
配
布
対

象
を
拡
大
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　実
際
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」
の
導
入
も
含
め
て
、

高
齢
者
等
の
外
出
支
援
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
検
証
を
行
い
た
い
。

問問

問

中
嶋
　祥
元
　議
員    

　
　
　
　
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

　
　
　住
居
確
保
給
付
金
は
、
離
職

や
収
入
の
減
少
に
よ
り
住
居
を
失
っ

た
、
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
方

に
支
給
す
る
制
度
で
あ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
発
生
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
利
用
で
き
る
か
。

　
　
　こ
の
制
度
は
、
原
則
３
か
月

を
限
度
に
家
賃
額
の
全
額
ま
た
は
一

部
を
基
準
の
範
囲
内
で
支
給
す
る
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、
最
大
で
９
か
月

ま
で
利
用
で
き
る
。
今
後
も
引
き
続

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
者
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　上
下
水
道
の
基
本
料
金
を
４

か
月
分
免
除
し
た
こ
と
は
、
他
の
自

治
体
に
先
駆
け
た
取
組
で
あ
り
、
多

く
の
市
民
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。

市
民
へ
の
生
活
支
援
策
と
し
て
は
最

問 新
海
　真
規
　議
員    

　
　
　  

　
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
水
資
源
部
長
）

も
即
効
性
が
あ
る
た
め
、
改
め
て
実

施
す
る
こ
と
へ
の
市
の
見
解
は
。

　
　
　現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

経
済
的
な
困
窮
に
よ
り
支
払
い
が
困

難
な
方
に
は
、
納
期
の
延
長
や
分
割

納
付
な
ど
個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
て

柔
軟
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

̶

現
在
、
市
独
自
の
検
査
体
制
の
構
築
は
考
え
て
い
な
い̶

コ
ロ
ナ
禍
で
の
依
佐
美
工
業
団
地
計
画
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
を

̶

今
後
も
愛
知
県
企
業
庁
と
協
力
し
て
新
た
な
企
業
の
誘
致
を
進
め
て
い
く̶

第
８
次
刈
谷
市
総
合
計
画
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
勘
案
し
た
見
直
し
を

̶

状
況
を
見
つ
つ
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い̶

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
、
強
く
て
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

̶
 

I
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
ま
ち
を
つ
く
り
た
い̶

成
人
式
の
開
催
を
待
ち
わ
び
る
市
民
の
笑
顔
を
思
い
、
尽
力
を

̶
 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
取
り
組
み
な
が
ら
開
催
し
た
い̶

答答

答

Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
を
視
野
に
入
れ
た
公
共
施
設
整
備
を

̶

民
間
活
力
の
活
用
も
含
め
、
施
策
の
検
討
を
進
め
る̶

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
I
Ｃ
Ｔ
の
活
用
及
び
今
後
の
対
策
を

̶

I
Ｃ
Ｔ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く̶

平
時
か
ら
指
定
避
難
所
以
外
の
避
難
先
を
検
討
す
る
よ
う
市
民
へ
啓
発
を

̶

市
民
へ
分
散
避
難
に
つ
い
て
の
啓
発
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く̶

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
上
下
水
道
の
基
本
料
金
免
除
の
継
続
実
施
を

̶

免
除
は
終
了
し
、
状
況
に
応
じ
た
取
組
や
支
援
を
行
っ
て
い
く̶

高
齢
者
の
移
動
支
援
に
公
共
施
設
連
絡
バ
ス
の
充
実
を

̶

乗
り
合
い
で
送
迎
す
る
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実
証
実
験
開
始
を
目
指
す̶

答 答

答

答答 問問答答

答




